
拡
　

　
　

　
翼

く
　

い
　

軸
拡

　
　

　
　

翼

ガ
イ
ア
ス

ー
パ
ー
パ

イ
ル

工
法

標
準
仕

様
書

ガ
イ

ア
ス

ー
パ

ー
パ

イ
ル

工
法

　
標

準
仕

様
書

本
掲
載

内
容
及

び
仕

様
に
つ

い
て

は
、

予
告
な

し
に

変
更
す

る
こ

と
が

あ
り
ま

す
。

【
引

抜
き

方
向

の
許

容
支

持
力

】

こ
こ

で
、

1.本
工

法
に

よ
り

施
工

さ
れ

る
基

礎
ぐ

い
の

引
抜

方
向

の
許

容
支

持
力
を

定
め

る
際
に

求
め

る
短

期
に

短
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
地

盤
の

許
容

支
持

力
(
kN)

2
.適

用
範

囲

3.
最
大

施
工

深
さ

Ra
=2/

3κ
・

Nt
・
tA

p +
 W 

・
・

・
(
1)

κ
：

(砂
質
、

礫
質

地
盤
)

Nt：
基

礎
ぐ

い
の

上
方

3Dw
の

範
囲

の
標

準
貫

入
試

験
に

よ
る
打

撃
回

数
の
平

均
値

(回
）

W：
く

い
の
有

効
自

重
　
W=

π
・

t(D
-t)

・
L・

γ
ー
U

D：
く
い

軸
径

t
：

く
い

軸
厚

L
：

く
い

長

D
w：

拡
翼

の
直

径

U：
浮
力

（
D
2/4

)・
π
・

Lw・
γ
w

t
Ap：

引
抜

き
時

の
先

端
有

効
断

面
積

　
t
Ap=

π
(
Dw

2-
D
2)

/4

γ
：
78

.5k
N/m

3
 (鋼

材
の

単
位

体
積

重
量

)

Lw：
く

い
先

端
か

ら
地

下
水

位
面

ま
で

の
距

離

γ
w：

1
0kN

/m
3(

水
の

単
位

体
積

重
量

)

＊
こ

こ
で

の
「

地
震

時
に

液
状

化
す

る
恐

れ
の

あ
る

地
盤
」

と
は
、

建
築

基
礎

構
造
設

計
指

針

(日
本

建
築

学
会

：
2
001

改
訂

)に
示

さ
れ

て
い

る
液

状
化

発
生

の
可
能

性
の

判
定
に

用
い

る
指

標
値

(F
l値

)に
よ

り
、

液
状

化
発

生
の

可
能

性
が

あ
る

と
判
断

さ
れ

る
土
層

(Fl
値
1以

下
と
な

る
場

合
)

及
び

、
そ

の
上

方
に

あ
る

土
層

を
い

う
。

生
ず

る
力

に
対

す
る

地
盤

の
許

容
支

持
力

は
式

(1)に
よ

る
。

先
端

地
盤

：
砂

質
地

盤
（

礫
質

地
盤

を
含

む
）

、
粘

土
質
地

盤

周
面

地
盤

：
砂

質
地

盤
、

粘
土

質
地

盤

く
い

施
工
地

盤
面

か
ら
13

0D（
D：

く
い

軸
径

)

た
だ

し
、

先
端
地

盤
が

砂
質

地
盤
（

礫
質

地
盤

を
含
む

)の
場
合

で
く

い
軸
径

508
.0mm

以
上

に
お

い
て
は

65
.2ｍ

と
し

、
先

端
地

盤
が

粘
土

質
地

盤
の

場
合

で
く
い

軸
径
35

5.6
mm以

上
に

お
い

て
は
4
4.0ｍ

と
す
る
。

基
礎

ぐ
い

の
先

端
付

近
の

地
盤

（
地

震
時

に
液

状
化

す
る

お
そ

れ
の
あ

る
地

盤
*
を
除

く
）

に
お

け
る

先
端

支
持

力
係

数
　

κ
＝

49

(粘
土
質

地
盤

)

基
礎

ぐ
い

の
先

端
付

近
の

地
盤

（
地

震
時

に
液

状
化

す
る
お

そ
れ

の
あ

る
地
盤

*を
除
く

）

に
お

け
る

先
端

支
持

力
係

数
　

κ
＝

46

適
用

す
る

N値
は

砂
質

、
礫

質
地

盤
は

1
4≦

N
t≦

52、
Nt＜

14の
と

き
κ

に
関

し
て
本

算
定

式
の

適
用

範
囲

外
と

し
、

Nｔ
＞

52
の

時
Nｔ

＝
5
2と

し
て

適
用

す
る

。

粘
土

質
地

盤
は

14
≦
N
t≦

5
5、

Nt＜
14の

と
き

κ
に
関

し
て

本
算
定

式
の

適
用

範
囲
外

と
し

、
Nｔ

＞
55

の
時

Nｔ
＝
5
5と

し
て

適
用

す
る

。

Ntを
算

出
す

る
と

き
の

個
々

の
N値

は
砂

質
地

盤
(礫

質
地

盤
を

含
む

）
、

N＜
5は

N=0
、

52＜
Nは

N=52
と
す

る
。
粘

土
質

地
盤

は
、
N＜

9は
N=0

、
5
＜
N
は
、

N=5
5と

す
る

。

(
先

端
：

く
い

軸
の

下
端

　
Dw：

拡
翼

の
直

系
　

D
：
く

い
軸

径
)

4.
地

盤
に

接
す

る
最

小
く

い
長

先
端

地
盤

が
砂

質
地

盤
(礫

質
地

盤
を

含
む

)の
場

合
は
、

く
い
施

工
地

盤
面
か

ら
2
.8ｍ

か
つ

7
Dw(

Dw：
拡

翼
径

)
と

し
、

先
端

地
盤

が
粘

土
質

地
盤
の

場
合

は
、
く

い
施

工
地
盤

面
か

ら
4
.0ｍ

か
つ

7Dwと
す

る
。

た
だ

し
、

地
震

時
に

え
き

じ
ょ

う
か

す
る

お
そ

れ
の

あ
る

地
盤

に
打

設
す
る

場
合

は
、

地
震
時

に
液

状
化

す
る

恐
れ

の
あ

る
地

盤
の

下
端

か
ら

杭
先

端
位

置
ま

で
の

長
さ
を

上
記

最
小

く
い
長

以
上

と
す
る

。

な
お

、
液

状
化

が
発

生
す

る
か

否
か

は
設

計
者

が
判

断
す

る
。

【
ガ

イ
ア

ス
ー

パ
ー

パ
イ

ル
の

構
造

・
規

格
】

く
い
軸

径

D

(㎜
）

1
14

.3 

く
い
軸

厚

(㎜
）

ｔ
1

拡
翼

の
直

径

D
w

(
㎜

）
(㎜

） T

拡
翼

厚
く

い
軸

径

D

(㎜
）

く
い

軸
厚

(㎜
）

ｔ
1

拡
翼

の
直

径

Dw

(㎜
）

(㎜
） T

拡
翼

厚

355
.6

 
1
39

.8 

く
　

い
　

軸

4
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18
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00
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8
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8
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00
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00
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9
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8
00
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8
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9
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9
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00
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12

00
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6
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7
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9
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14
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16
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19
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00

40
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6
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【
許

容
支

持
力

お
よ

び
適

用
範

囲
】

　
ガ

イ
ア

ス
ー

パ
ー

パ
イ

ル
工

法
（

先
端

地
盤

：
砂

質
地

盤
，

粘
土

質
地

盤
）

1.
件
名

2.
本

工
法

に
よ

り
施

工
さ

れ
る

基
礎

ぐ
い

の
許

容
支

持
力

を
定

め
る

際
に

求
め

る
長

期
な

ら
び

に
短

期
に

生
ず

る
力

に
対

す
る

地
盤

の
許

容
支

持
力

{{

+

1）
長

期
に

生
ず

る
力

に
対

す
る

地
盤

の
許

容
支

持
力

2）
短

期
に

生
ず

る
力

に
対

す
る

地
盤

の
許

容
支

持
力

(
)

}
ψ

γ
β

α
c

s
s

p
L

qu
N

A
N

+
=
3 12

(
)

}
ψ

γ
β

α
c

s
s

p
L

qu
L

N
A

N
R
a

+
+

=

L
R
a

3

　
　

た
だ

し
、

、
砂

質
地

盤
13≦

Ｎ
値

≦
57　

　
粘

土
質

地
盤

 
 9≦

Ｎ
値

≦
60 

Ν
：

基
礎

ぐ
い

の
先

端
付

近
(く

い
先

端
位

置
よ

り
下

方
に

1Ｄ
ｗ

（
Ｄ

ｗ
：

羽
根

の
直

径
）

、

　
　

上
方

に
1
Ｄ

ｗ
の

範
囲

）
の

地
盤

の
標

準
貫

入
試

験
に

よ
る

打
撃

回
数

の
平

均
値

（
回

）

γ
：

粘
土

質
地

盤
に

お
け

る
く

い
周

面
摩

擦
力

係
数

Ａ
ｐ

：
基

礎
ぐ

い
の

先
端

の
有

効
断

面
積

（
㎡

）

N
s：

基
礎

ぐ
い

の
周

囲
の

地
盤

の
う

ち
砂

質
地

盤
の

標
準

貫
入

試
験

に
よ

る
打

撃
回

数
の

   
  平

均
値
（

回
）

　
　

た
だ

し
、

10
≦
Ns

≦
3
0 

qu
：
基

礎
ぐ

い
の

周
囲
の

地
盤

の
う
ち

粘
土

質
地

盤
の
一

軸
圧

縮
強

度
の
平

均
値

（
kN/㎡

）

　
　

た
だ

し
、

50
≦
qu

 ≦
200 

Ls：
基

礎
ぐ

い
の

周
囲

の
地

盤
の

う
ち

砂
質

地
盤

に
接

す
る

有
効

長
さ

の
合

計
（

ｍ
）

Lc：
基

礎
ぐ

い
の

周
囲

の
地

盤
の

う
ち

粘
土

質
地

盤
に

接
す

る
有

効
長

さ
の

合
計

（
ｍ

）

　
　

た
だ

し
、

有
効

長
さ

は
く

い
先

端
か

ら
1Dw

の
区

間
を

除
く

 

　
　

た
だ

し
、

有
効

長
さ

は
く

い
先

端
か

ら
1Dw

の
区

間
を

除
く

 

Ψ
：

基
礎

ぐ
い

の
周

囲
の

有
効

長
さ

（
ｍ

）

　
　

Ψ
＝

π
・

Ｄ

   
 Ｄ

＝
く

い
軸

径
（
ｍ

）

3.材
料

か
ら

決
ま

る
許

容
鉛

直
支

持
力

Ra＝
 F"

/1.
5×

A
e×

（
1-

α
1
-α

2）

F" Ra
：

杭
材

料
か

ら
決

ま
る

長
期

許
容

鉛
直

支
持

力
（

kN）

F"

：
設

計
基

準
強

度
（

N
/mm

2)

3)
適

用
す

る
建

築
物

の
規

模

各
階

の
床

面
積

の
合
計

が
5
0,0

00㎡
以
下

の
建

築
物
に

適
用

す
る

粘
土

質
地

盤

砂
質

地
盤

（
礫

質
地

盤
）

く
い

本
体

部
径

14.
8

1
8.1

21
.4

24.
7

28.1
3
4.7

14.
8

1
8.1

21
.4

24.
7

28.1
3
4.7

41
.4

46.
2

52.8
5
9.4

60
.0

60.
0

41
.4

46.
2

52.8
5
9.4

65.2
65

.2

35
5
.6

3
18

.5
2
6
7.

4
21

6.
3

19
0
.7

1
65

.
2

1
3
9.

8
4
0
6.

4
11

4.
3

55
8
.8

5
0
8.

0
4
57

.
2

2
)最

大
施

工
深

さ
(
m)

【
施

工
管

理
方

法
】

管
理
方

法

く
い

材
の

回
転

貫
入

受
け

入
れ

作
業

地
盤

深
度

０
の

設
定

ﾘ
ｰﾀﾞ

ｰの
鉛

直
性

杭
各

部
の

寸
法

杭
の

建
込

精
度

杭
の

固
定

杭
芯

の
設

定

貫
入

速
度

Ｖ

(
m/m

in)

く
い

打
機

で
設

定
０

水
準

器
を

く
い

側
面
に

あ
て

、

振
れ

止
め

装
置

を
用
い

る

ボ
ー

リ
ン

グ
時

の
Ｎ
値

等
よ

り
作

業
地
盤

の
安

定
性
確

認

搬
入

時
に

杭
径

・
杭
長

・
拡

翼
部

の
寸
法

と
変

形
の
無

い
こ

と
、

お
よ

び
数

量
・

材
質
を

確
認

く
い

打
ち

機
本

体
に
装

備
さ

れ

２
方

向
に

つ
い

て
確
認

た
リ

ー
ダ

ー
の

傾
斜
計

で
直

角

直
角

2方
向
か

ら
確

認

施
工

管
理

装
置

の
速
度

計
を

確
認

、
デ

ー
タ

を
記
録

管
理

基
準

お
よ

び
管

理
値

杭
明

細
に

準
ず
る

く
い

芯
の

偏
芯
量

が
±

10
mm以

内
く

い
芯
よ

り
9
0度

方
向

に
２

点
逃
げ

ぐ
い

(鉄
筋
棒

)を
打

っ
っ
て

お
く

鋼
管

の
軸

部
分
の

先
端

が

傾
斜

が
1/1

00以
内

傾
斜

が
1/1

00以
内

使
用

の
目

視
確
認

Ｇ
Ｌ

に
き

た
時
を

深
度

０
と
す

る

地
盤

の
接

地
圧
≧

重
機

の
設
置

圧
板
を

敷
く

作
業

地
盤

の
状
況

に
応

じ
て
敷

き
鉄

１
回

転
の

貫
入
量

が
拡

翼
勾
配

の
高

さ
分

程
度

と
す
る

工
程

管
理

項
目

＝
（

0.
8＋

2
.5t

e/r）
Fか

つ
F"≦

 23
5  [

325
] 【

375
】

　
　

Ap＝
π
・

D
2
/4＋

0.4
3（

π
・

Dw
2
/4-π

・
D
2/4

）
（

Ｄ
：

軸
部

の
杭

径
）

60
0

28
65

0
28

70
0

28
75

0
32

80
0

32
85

0
40

11
50

40
12

00
40

12
50

40

10
50

40
11

00
40

1
10

0
40

9.5
 

12
.7 

16.
0 

4040

115
0

4
0

5
08.

0 

55
8.

8 

7
.9

 

12.
7 

16.
0 

9.
5 

7.
9 

6
.4 

12
00

12
50

愛
知

県
名

古
屋
市

北
区

中
切
町

1丁
目
44

番
地

の
1

ガ
イ

ア
パ

イ
ル
 
株
式
会

社

TEL
（
0
52）

913
-55

00　
FAX

（
05

2）
913-

660
0

名
称

番
号

取
得

年
月

日

（
一

財
）
　

日
本
建

築
総

合
試

験
所
　

評
定

GB
RC

性
能

証
明

　
第

13
-2

0号

GB
RC
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1.
杭
材

寸
法

ガ
イ

ア
ス

ー
パ

ー
パ

イ
ル

工
法

に
お

け
る

引
抜

き
方

向
の

許
容

支
持

力

T

Ｄｗ

Ｄ

Ｄ

Ｄｗ

t1

く
い

軸

掘
削

刃

拡
翼

規
格

部
材

溶
接

継
手

上
杭

下
杭

裏
当

て
リ

ン
グ

裏
当

て
リ

ン
グ

杭
本

体

ル
ー

ト
間

隔

 
3.

0m
m～

6
.0

mm

鋼
管

の
継

手
溶

接
は

、
日

本
溶

接
協

会
規

格
WE

S
7
60

1
「

基
礎

杭
設

時
に

お
け

る
溶

接
作

業
標

準
基

準
」

に
よ

る
。

溶
接

開
先

部
は

、
ワ

イ
ヤ

ー
ブ

ラ
シ

等
で

汚
れ

を
除

去
し

、
裏

当
リ

ン
グ

を
使

用
し

て
電

気
溶

接
に

よ
る

全
周

溶
接

を
行

う
。

杭
継

手
部

の
形

状
は

、
鋼

管
杭

協
会

の
規

格
に

準
じ

た
も

の
と

す
る

。
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Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ａ

Ａ
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以
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Ｄ
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：
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翼
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Ｄ

：
く

い
軸
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【
基
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と

フ
ー

チ
ン
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形
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例
】

B：
へ
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あ
き

A：
く
い

芯
間

隔

こ
こ

で
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)、
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に
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い

て
、

β
：

砂
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地
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お

け
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く
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摩
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β
＝
0
.7）

　
*

（
γ
＝

0.3
）
　

*

*
地

震
時

に
液

状
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す
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お
そ
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あ
る

地
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を
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α
：

基
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ぐ
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端
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近
の

地
盤

に
お

け
る

先
端

支
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力
係
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（
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＝

2
70）
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本
掲

載
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び
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は
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大
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認
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腐
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し
ろ
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面
1
㎜
)
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い
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杭
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除
い

た
鋼
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(
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A
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腐
食

し
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い
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杭
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）
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半
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よ
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減
率

（
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1 カ

所
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）
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基

礎
ぐ

い
の

周
囲

の
地

盤
：

砂
質

地
盤

及
び

粘
土

質
地

盤

　
　

　
基

礎
ぐ

い
の

先
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付
近
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地
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1）
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す
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地
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砂
質

地
盤

（
礫
質

地
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含
む
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範
囲
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本
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①
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Ｎ
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い
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②
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Ｎ
値
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い
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験
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ら
れ

た
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ル
ク
管
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値
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達
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上
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「
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理
値
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す
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あ
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強
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以
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が
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い
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1D
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打
ち

止
め

と
す

る
こ
と

が
で

き
る

。

③
設

計
深

度
が

Ｎ
値
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験
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